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共通教育科目
【人間科学科目】

教育目標
教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
履修モデル
カリキュラムマップ
授業科目配当表

【英語科目】
教育目標
教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
カリキュラムマップ
授業科目配当表

【数学科目】
教育目標
教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
カリキュラムマップ

【自然科学科目】
教育目標
教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
カリキュラムマップ



―  33  ―

新
入
生
へ
学
生
生
活
学
修
案
内

共
　
通

A
J

A
D

履
修
案
内
U
N
I
P
A
資
格
・
免
許
教
職
課
程
事
務
取
扱
い
学
籍
・
学
費
生
活
案
内
各
種
施
設
就
職
・
進
学
学
則
・
規
程

沿
　
革
校
歌
・
学
生
歌
教
育
・
研
究
組
織

キ
ャ
ン
パ
ス
案
内

人間科学科目

教育目標
　本系列は、良識ある社会人としての教養を涵養し、その知的道徳的能力を展開させることを
もって、人間としても優れた技術者を育成します。すなわち、豊かな人間性と科学技術者とし
ての倫理性を培い、科学技術と人間・社会の関わりを理解させ、グローバルな視野を育むこと
を目標とします。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
（1） 科学技術と人間・社会との関わりを理解し、科学技術者として、また良識ある社会人と

して必要な教養を身につけ、豊かな人間性と倫理性を培うために、技術者教養科目群、
人間理解科目群、社会理解科目群、スポーツ・健康科目群を配置します。

（2） グローバルな環境で意思疎通ができる能力を涵養するためにグローバル教養科目群を、
コミュニケーション力などの汎用的能力を涵養し、また科学技術者としてのキャリア意
識を培うために、ジェネリックスキル・キャリア科目群を配置します。

履修モデル
●進級条件と卒業条件

3 年次から 4年次への進級条件 学部共通教育科目からAJ科 40単位、AD科 34単位

卒業要件 人間科学科目 16 単位以上（技術者教養科目 2単位、グロー
バル教養科目 2単位を含む）を修得していること。

※  2年後期までに、履修できる全ての科目（技術者教養科目1科目およびグローバル教養科目1科目を含む）
に合格した場合には、卒業所要単位を修得できる。早期に卒業条件を満たすように、計画的に履修する
こと。

※ 技術者教養科目とグローバル教養科目はそれぞれ必ず 1科目（2単位）以上修得すること。なお、それ
らの科目を複数科目修得した場合は、人間科学科目区分の卒業所要単位として認定される。

※  16 単位を超えて修得した単位は「任意に選択し、修得した科目」の単位に算入される。

●履修上の注意
　人間科学科目は、今日の技術者に必要な基礎的な能力と幅広い教養を身につけるため、各自の関
心と必要に応じて多様な科目の中から選択して履修することができるようになっています。その利
点を活かすため、自らを省みて、自分の得意分野を伸ばすとともに、不足している能力や知識を補
い、バランスのとれた教養を身につけることができるように心がける必要があります。科目選択の
参考のため、各科目区分とその科目区分に含まれる科目を示します。（次頁参照）
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英語科目

教育目標
　グローバル化が進むにつれ、ビジネスの場面やインターネット上で、英語によるコミュニケー
ションが一般的になってきました。特に、理工系の分野では、技術者や研究者にとって、より
高度な英語の運用力を身につけることが国内外で活躍するための必須の条件となっています。
また、グローバル社会の動向を敏感に察知し、多言語・多文化の社会を理解する寛容な態度が
教養ある国際人として求められます。これらの社会情勢に対応するため、英語系列では、基幹
科目群と発展科目群とに科目を分けて配置して、学生のニーズに即応した英語のコミュニケー
ション能力を育成する授業を提供し、自律した英語学習者として様々なツールを活用しながら、
国際社会で広く活躍できる人材を養成することを目標としています。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
（1） 英語科目では、１年次・2年次の基幹科目群において、個々の学生の英語力を最大限に向

上させるために、習熟度別クラスを配置します。
（2） 3年次以降の発展科目群においては、基礎学力の備わった学生を対象に、コミュニケーショ

ン能力を向上させるために、技能別の演習科目を配置します。
（3） 3 年次後期においては、プレゼンテーションやビジネスにおけるコミュニケーションをは

じめとする様々な場面での英語の運用力を身につけさせるための科目を配置します。
（4） 4 年次においては、アカデミックなコミュニケーション能力を涵養するために、時事的な

文章や英語の学術論文を活用して、論文の読み方や書き方の基礎を学習し、自分の意見
を論理的に表現できるようにするための科目を配置します。
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数学科目

教育目標
　数学系列では、科学技術者となるために必要不可欠な基礎的数学を柱として、数学的思考を
それぞれの専門分野に応用できる人材の育成を目標とします。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
（1） 数学科目では、科学技術者として必要不可欠な基礎的数学を理解させるために、「微分積

分学および演習 I」と「線形代数学 I」を配置します。
（2） 個々の学生の能力に応じて基礎的数学を無理なく理解させるために、1年次の共通科目に

於いて、習熟度別クラスを配置します。

自然科学科目

教育目標
　自然科学系列は、工学部・未来科学部・システムデザイン工学部に共通の自然科学（物理学・
化学・生物学）の基礎的な知識と基本的な実験技術を習得することを第一の目標にします。ま
た、これらの基礎的な学習内容を踏まえて高学年の専門科目を確実に習得する上で要となる自
立的に学び続ける態度を、初年次の段階で身につけることも目標とします。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
（1） 理工系の学生に共通の幅広い基礎知識を涵養するために、物理学・化学・生物学の講義

科目を配置します。講義科目においては、学習を効果的かつ確実なものとするため、原
則的に習熟度別クラスを設置します。また、基本的な実験技術及び表現力の修練のために、
物理実験及び化学・生物実験を配置します。

（2） 自立的な学習姿勢と問題解決能力を涵養するために、実験科目においては、実験に関連
した発展事項を調査し報告書に整理して記載するよう指導します。
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【情報システム工学科（AJ)】

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

教育目標

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）

カリキュラムマップ

授業科目配当表
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情報システム工学科

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的
　情報システム工学科は、今後ますます重要視されるビッグデータの生成（IoT）、伝達・蓄積（ク
ラウド）、分析・解析（マイニング）のための高度情報システムを構築できる人材を養成します。
　すなわち、情報システム技術と高度なプログラミングスキルに必要な専門知識と技術を学ば
せるとともに、科学技術者としての高い倫理観と、時代の変化とグローバル化に対応できる能
力を涵養することを目的とします。

教育目標
　本学科では、①先進的な情報システム基盤を構築できる能力、②高度なプログラミングがで
きる能力、③理論的な解析と共に大量データの分析ができる能力、④国内外コンテストなどへ
挑戦できる能力、そして、⑤チームプレイできる能力の獲得を目標とします。

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
　本学科は、本学部の学位授与方針をもとに、本学に所定の期間（※）在学して、卒業に必要
な単位を修得し、次の学修成果を上げた者に対して学士の学位（工学）を授与します。
（1） 情報システム工学の主要 3分野、すなわち、「コンピュータ」、「ネットワーク」、「データ

サイエンス」分野の知識と技術を持つこと。（DP1）
（2） 情報システム工学の知識と技術を実世界における課題に適用し、それを解決する実践力

を持つこと。（DP2）
（3） 情報システム工学の学修に必要な、理工系の幅広い基礎知識を持つと共に、常に情報シ

ステム分野の新しい知識の獲得に努める積極的な姿勢を持つこと。（DP3）
（4） 情報システム技術と人間・社会に関係する課題について問題意識を持ち、価値観の多様

性と変化への適応力を持つこと。（DP4）
（5） グローバル環境の中で、多様な価値観を受け入れ、技術者として行動できるコミュニケー

ション能力を身につけること。（DP5）

※標準修業年限は 4年

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　本学科は、本学科の教育目標を達成するため、以下の方針に基づいて教育課程を編成し、実
施します。
（1） 本学科は、「コンピュータ」、「ネットワーク」、「データサイエンス」分野の知識と技術を

学ぶための科目を配置します。これら科目は、6つの科目群、すなわち、ネットワーク科目、
コンピュータ科目、プログラミング科目、データベース科目、データ解析科目、演習プ
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ロジェクト科目に分類します。それぞれに、講義科目、演習科目、実験科目およびアク
ティブラーニングのためのPBL（Problem Based Learning）科目を体系的に配置します。
また、情報関係の資格取得に関連する科目を配置します。そして、教員免許取得を目指
す学生には、対応する教職科目を配置します。

（2） 実社会における情報システムの課題を解決する能力を涵養する科目、および、課題解
決型学修を取り入れた少人数を対象とするプロジェクト科目、PBL（Problem Based 
Learning）科目、卒業研究等を配置します。

（3） 理工系の基礎知識を涵養するために、共通教育科目として数学科目や自然科学科目を配
置します。また、コンピュータサイエンスや統計学等の科目を学科専門科目として配置
します。

（4） 情報システム技術と人間・社会に関係する課題について問題意識を持ち、価値観の多様
性と変化への適応力を養うために、人間科学系科目、情報倫理や技術者倫理関連科目を
配置します。

（5） 多様な価値観を受け入れ、グローバルな環境の中、技術者として行動できるコミュニケー
ション能力を身につけるために、英語による専門科目およびその能力を涵養する英語科
目を設置します。
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【デザイン工学科（AD)】

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

教育目標

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）

カリキュラムマップ

授業科目配当表
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デザイン工学科

人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的
　デザイン工学科は、人々を活性化させる魅力的な生活空間の創造に必要な「もの・サービス・
空間」をデザインし具現化できる人材を養成します。
　すなわち、情報・電気・機械の工学領域を基盤に人間科学領域を融合させた統合的体系の中
で、人々を活性化させる魅力的な生活空間の創造に必要な知識を学ばせるとともに、科学技術
者として高い倫理観と、時代の変化とグローバル化に対応できる能力を涵養することを目的と
します。

教育目標
　本学科では、①自然と社会に調和し人類を活性化させるデザインを創造できる能力、②技術
と人間・社会に関係する課題について問題意識を持ち、理解できる能力、③言語・文化・専門
の異なるグローバルな環境で行動できる能力、そして、④工学分野・人間・社会科学の幅広い
基礎知識の獲得を目標とします。

学位授与の方針（ディプロマポリシー）
　本学科は、本学部の学位授与方針をもとに、本学に所定の期間（※）在学して、卒業に必要
な単位を修得し、次の学修成果を上げた者に対して学士の学位（工学）を授与します。
（1） デザイン工学の目的である「モノ・システム・サービス」を創造するに必要な工学分野

および人間・社会科学分野の知識と技術を持つこと。（DP1）
（2） 工学の知識技術と人間・社会科学の知識との融合により、人類を活性化させるデザイン

の実践力を持つこと。（DP2）
（3） デザイン工学の学修に必要な理工系の幅広い基礎知識を持つと共に、常にデザイン工学

分野の新しい知識の獲得に努める積極的な姿勢を持つこと。（DP3）
（4） デザインを通して、科学技術と人間・自然・社会との関わりを深く理解し、そこに存在

する課題について問題意識を持ち、解決する意識を持つこと。（DP4）
（5） グローバルな環境の中で、多様な価値観を受け入れ、技術者として行動できるコミュニケー

ション能力を身につけること。（DP5）

※標準修業年限は 4年

教育課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）
　本学科は、本学科の教育目標を達成するため、以下の方針に基づいて教育課程を編成し、実
施します。
（1） デザイン工学の目的である「モノ・システム・サービス」を創造するに必要な工学分野
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および人間・社会科学分野の知識と技術を学ぶための科目を配置します。これらの科目は、
4つの科目群、すなわち、学科基礎科目、デザイン手法科目、デザイン実践科目、工学専
門（電気電子系、機械系、情報系）科目に分類します。それぞれに、講義科目、演習科目、
およびアクティブラーニングのための PBL（Problem Based Learning）科目を体系的
に配置します。また、教員免許取得を目指す学生には、対応する教職科目を配置します。

（2） 工学の知識技術と人間・社会科学の知識により技術的問題を解決する能力を涵養する科目、
および、課題解決型学修を取り入れた少人数を対象とするプロジェクト科目、PBL科目、
卒業研究等を配置します。

（3） 理工系の基礎知識を涵養するために、共通教育科目として数学科目や自然科学科目を配
置します。また、工学系基礎科目、人間・社会科学等の科目を学科専門科目として配置
します。

（4） 科学技術と人間・社会に関係する課題について問題意識を持ち、豊かな人間性を培うた
めの基礎科目および社会倫理、情報倫理や技術者倫理関連科目を配置します。

（5） 多様な価値観を受け入れ、グローバルな環境の中、技術者として行動できるコミュニケー
ション能力を身につけるために、英語による専門科目およびその能力を涵養する英語科
目を設置します。
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